
※　H≧1.5mの時
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※　注　H=1.5～2.0mは、支保工１段とする。

※　注　H=2.0m以上は、支保工２段とする。
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i=15‰以上(標準)

※最低限10‰以上

VU 150

800以上

※施工・維持管理に支障が無い範囲で出来る限り狭める

注） 桝深さＨ≧1.5ｍとなる場合、

 立上り管はVUφ300とする。 

※本管中心線より上方に取付ける。

注）１．取付管は、ゴム輪タイプ、接着タイプ

　　　　プレ－ンエンド直管とカラ－継手接合タイプ

　　　　のどのタイプを使用してもよいが、

　　　　係員の承認を受けて使用する。

　　２．支管の取付位置は、管頂120°間に

　　　　取付るものとし、やむを得ない場合

　　　　は、管頂180°（本管中心線より上側）
　　　　取付ける。

　３．取付管の布設勾配は、15‰以上と

　　　　する。

60° 支 管

ゴムリング

焼 な ま し 番 線
接合 剤 （ Ａ ，Ｂ 剤 ） (#10～ #12)２ 回巻
塩 ビ 管 用

60°
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可とう性支管


